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1. 平成 24年度 辻川河川レンジャー年間活動計画 

 

1.1 活動テーマと活動分野 

福島出張所管内を活動エリアとする辻川河川レンジャーは以下の活動テーマにもと、７つの

活動を実施します。 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

防災に強いまちづくりの推進

と次世代の育成を図る活動 
＊わがまち「防災スクール」 

防災と環境保全の推進を図る

活動 

＊第１１回よどがわ河川敷フェスティバル 

＝川に寄り添い活きる淀川区を目指して＝ 

 

河川の環境と適正な利用の推

進を図る活動 

＊良い川づくりを目指して 

ワークショップの開催 

＝地域連携事業＝ 

河川の環境保全を図る活動 

＊リバーウォッチャー「淀川探検隊」 

＊清掃活動＆ヨシ刈り 

＊その他の活動 

＝ＮＰＯとの協働事業＝ 

啓発活動 ＊河川レンジャー活動に関するニュース等の情報発信

 

川と人 まちと川 人と人を繋げ 豊かな自然環境を守り  

災害に強いまちづくりを目指して次世代の育成に努めます！！ 

活動テーマ 
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1.2 わがまち「防災スクール」 

 

（１）活動目的 

淀川区内の中学校を対象として 水防工法の体験学習や災害に対する危機意識の啓発と、

水防活動に最低限必要な水防工法の知識や技術等の習特に繋げます。 

次の時代を担う「防災リーダー」の育成を目的として、キャリア教育に繋げます。 

更に、自らのまち「わがまち」の防災を考えるきっかけづくりと、「地域防災リーダー」

との世代間交流を図る活動に繋げます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

・参加対象者：淀川区内中学生・地域振興 

・定員：設定なし 

 

 

 

 実  施 準 備 等 

４月  
実施事業計画及び事業の提案 

学校訪問及び啓発 

５月  
実施事業計画と事業の提案 

啓発活動 資料づくり 

６月  事業内容の調整 

７月  事業計画 啓発活動 

８月  事業内容の調整 

９月  事業内容の調整・講師の依頼 

10 月  事業内容の最終調整・広報活動 

11 月 
２中学校 わがまち「防災スクール」

１地域  わがまち防災訓練 
事業の実施 

平 

成 

24 

年 

12 月  事後の事務処理 

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   
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（３）実施内容 

・映像からみる災害のメカニズムについて。 

・災害時における「自助・協助・公助」について。 

・「水防工法」「救難・救助」の体験学習を図ります。 

・環境保全につながる学習を進めます。 

・津波を想定した地域防災を推進いたします。 

 

（４）実施日 

○Ａ中学校 

第 1回  １１月 メカニズム 

第 2回  １１月 体験学習 

第 3回  １１月 図上訓練 

○Ｂ中学校 

第 1回  １１月 体験学習   

○１地域 

          １１月１８日 わがまち防災訓練の推進と実施 

 

（５）実施場所  各々中学校・地域及び淀川河川敷 

 

 

（６）広報・募集方法 

学校訪問 

地域 
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（７）協力スタッフ等の人数と役割 

協力スタッフ 防災リーダー・はぐくみネット・わがまち委員等の地域ボランテイア 

  講師：防災に関する技術指導と災害に係わる講演 

 

（８）必要支援内容 

水防工法に係わる材料・機材 

設営に係わる物品の借用水中歩行・水没ドアの体験設備 

講師の依頼 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   ・実施校及び地域の決定 

・実施計画の企画・立案 

   ・講師の依頼・協力スタッフの手配・打ち合わせ 

   ・関係機関との調整 

   ・資料の作成 

   ・広報活動 

   ・現地調査と当日の運営 

   ・アンケートの集約・まとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   A 中学校では 地域役員の協力の許 地域防災リーダー等の協力により 

充実した事業の推進が図れました。 

 B 中学校においても A中学校と同じような地域の協力体制で 事業の実施が 

出来ればと考えます。  

 

（11）活動を行ううえでの課題など 

    当、河川レンジャーの研鑽をつむことのみ。 
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1.3 リバーウォッチャー「淀川探検隊」 

 

（１）活動目的 

「自分の住むまちの自然にふれて・見て・知る」 

淀川区内の小学校を対象に 河川敷を活動フィールドとして「ゴミを捨てない・川を汚さ

ない」を基本において 自然環境や河川利用に係わる啓発をおこないます。 

活動を通じて自分が住むまちに豊かな自然が身近にあることを伝え 自然の素晴らしさと

それらを守る心を育み こどもたちが郷土を愛せる人に育つことを目的とします。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

・参加対象者：淀川区内小学生 4年生 

・定員：設定なし 

 

（３）実施内容 

淀川の自然環境保全を伝えます。 

淀川に生殖する生物や淀川の様子を五感で体験します。 

 実  施 準 備 等 

４月  
実施事業計画及び事業の提案 

学校訪問及び啓発 

５月  調整と広報 

６月 
リバーウォッチャー 

「淀川探検隊」 
事業の実施 

７月  実施事業のまとめ 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 
３月   
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（４）実施日 

６月 

 

（５）実施場所 

淀川河川敷・学校（雨の場合） 

 

 

（６）広報・募集方法 

学校訪問 

 

（７）協力スタッフ 

協力スタッフ：児童生徒の安全確保（行路・帰路の引率） 

       はぐくみネット「こども見守り隊」など地域の方々 
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（８）必要支援内容 

安全確保のためのライフジャケット等 

雨の場合：水質調査に係わる試薬の提供 

資料の提供 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・実施校の決定 

・実施計画 

・関係機関と調整 

・講師・協力スタッフの手配 

・資料の作成 

・雨の場合の準備（水質の調査・パワーポイントの作成） 

・広報活動 

・実施場所の確認 学校から実施場所までの時間の確認  

・当日の運営 

・アンケートの作成と回収・まとめ・報告 

 

（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    事業がマンネリ化しないように工夫を凝らすことが大事と考えます。 

 

（１１）活動を行ううえでの課題など 

・体験事業を進めるうえで 制約された時間の配分に工夫すること。 
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1.4 よどがわ河川敷フェスティバル 

 

（１）活動目的 

淀川フオーラム実行委員会主催の第１１回よどがわ河川敷フェスティバルで河川レンジャ

ーコーナーを設け活動の啓発に務めます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

   ・参加対象者：河川に集まる全ての人 

   ・定員：設定なし 

 

（３）実施内容 

＊防災の啓発・・・水中歩行・水没ドアの体験 

＊ヨシ工作 （西中島ヨシ原より刈り取りしたもの） 

＊シジミ工作（十三干潟より採取） 

＊自然環境に係わる紙芝居の上演 

 

（４）実施日 

１０月第３土曜日（プレイベント） 

第３日曜日 

 実  施 準 備 等 

４月  実施事業計画及び事業の提案

５月  実施事業計画と事業の提案 

６月  事業内容の調整 

７月  事業計画 啓発活動 

８月  事業内容の調整 

９月  事業内容の調整 

10 月 第１１回よどがわ河川敷フェスティバル 事業内容の調整 

11 月  事業のまとめ 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   
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（５）実施場所 

淀川河川敷 

 

 

（６）広報・募集方法 

区民だより等の広報紙及び地域情報誌 

 

（７）協力スタッフ 

わがまちビジョン推進委員・生涯学習推進委員など約 15 名 

 

（８）必要支援内容 

施設設置に係わる物品・機材・人員の確保 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・実施計画と他事業との調整 

・施設設置の立会（前日） 

・広報活動 

・スタッフの手配と事前指導  

・当日の運営 

・アンケートの作成・回収・集約・まとめ・報告 
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（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

・ヨシ工作（タペストリー） しじみ工作（根図け）については思いのほか好評でありま

した。引き続き次年度に引き継ぎたいと思っています。 

・「水没ドア・水中歩行」体験についてアンケートの回収率が高く体験者も多くあったこ

とから 昨年同様にスタッフの事前学習を充実させていきたいと考えます。 

・体験者が低年齢化しているところから遊びにならない様 事業の推進に務めます。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  事業実施を振り返ったとき、忘れがちな水害を体験出来る場として大変必要な施設である

と実感しています。 

運営方法については事故に繋がらない様 適正なスタッフ配置に務めます。 
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1.5 清掃活動＆ヨシ刈り 

 

（１）活動目的 

淀川区におけるわがまち推進委員会やＮＰＯ活動団体と協働・連携を図り巾の拾い活動の

推進に努めます。 

自然環境保護と学びをキーワードに 清掃活動と水質を悪くする物質所栄養分として吸収

し、水の浄化作用の役目を果たすヨシを２月に刈ることで 春５月には新しい新芽が生れ成

育の循環が行われ 水質の向上につながります。さらに、ヨシを使いよどがわ河川敷フェス

ティバルにおいて、もの作り等に利用して自然環境の保護を伝えます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

・参加対象者：環境保全に関心のある人 

・定員：設定なし 

 

（３）実施内容 

十三野草地区から西中島地域ヨシ原をフィールドとして、清掃活動とヨシの刈り取り

を行い、環境保全の推進に努めます。   

 実  施 準 備 等 

４月  実施事業計画及び事業の提案 

５月  実施事業計画と事業の提案 

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  
事業内容の調整と広報紙づくり 

協力者へ事業内容の発信 

１月   

２月 清掃活動＆ヨシ刈り 事業の実施 

平 

成 

25 

年 ３月  事業のまとめ 
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（４）実施日 

２月 第３日曜日（２月１７日予定） 

 

（５）実施場所 

西中島地区ヨシ原 

 

  

（６）広報・募集方法 

啓発チラシ及び地域情報誌など 

  

（７）協力スタッフ 

未来わがまちピジョン推進委員会など 

  

（８）必要支援内容 

活動場所の認可手続き、テント等の物品 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    ・実施計画の立案  ・関係機関と調整  ・広報活動 

・機材の借用（連絡調整及び日程の調整） 

・当日の運営 

・雨天のための対策（連絡方法） 

 

（10）昨年度の活動をふまえての改善点 

    ・必要以上に採取しないこと 

    ・学びと遊びの調和を基に清掃活動とヨシ刈りの意義をしっかり伝えていくこと 

       

（11）活動を行ううえでの課題等 

    特にありません 



 14

1.6 地域連携事業 

 

（１）活動目的 

・区役所をはじめとした様々な団体等が実施する学習会に協働し 高校生や大学生の次世代育

成に努めます。 

・川と人 人と人を繋げる自然環境・防災＆災害に関わる事業運営のサポーターに努める。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

・参加対象者：淀川区民 

・定員：事業の内容により定員を定める 

 

（３）実施内容 

「いい川づくり」の実現にむけ 淀川の自然を体感する学習会の実施 

  

（４）実施日 

８月及び９月 

 

 実  施 準 備 等 

４月  
実施事業計画及び事業の提案 

学校訪問及び啓発 

５月  
実施事業計画と事業の提案 

啓発活動 資料づくり 

６月  事業内容の調整 

７月 地域連携事業 事業計画 啓発活動 

８月 地域連携事業 事業内容の調整 

９月  事業内容の調整 

10 月  事業内容の調整・広報活動 

11 月  事業内容の調整 

平 

成 

24 

年 

12 月  事業内容の調整・講師の依頼 

１月  事業内容の調整・講師の依頼 

２月 地域連携事業 事業内容の調整 

平 

成 

25 

年 ３月 地域連携事業 事業内容の調整 
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（５）実施場所 

淀川河川敷及び淀川区役所 

 

 

（６）広報・募集方法 

淀川区広報紙・チラシ・地域機関紙 

 

（７）協力スタッフ 

フォーラム実行委員会と共同し 

リバーマスター倶楽部会員・わがまち委員・一般公募した協力者で運営 

  

（８）必要支援内容 

   資料提供など 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

主催者との企画調整 

開催にあたっての挨拶 

当日の運営に係わるサポーター 
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（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    昨年と同様に協働事業として推進していきたいと考えております。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

    とくにありませんが 

人と人が繋がる運営方法を基に 多くの団体・人と繋げていきます。 
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1.7 啓発活動  

（１）活動目的 

川と人 人と人を結ぶコーディネーターとして 河川レンジャーの活動案内や結果報告を

はじめとした情報を継続的に発信し、地域住民から意見や情報を聴取する。 

・地域情報紙への事業内容等の情報提供 

・市民に対し事業実施及び事業推進の情報の提供。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

              

           

 実  施 準 備 等 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

平 

成 

24 

年 

12 月  

１月  

２月  

平 

成 

25 

年 ３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発活動 
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2. 平成 24年度 池宮河川レンジャー年間活動計画 

 

2.1 活動テーマと活動分野 

福島出張所管内を活動エリアとする池宮實河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、7つ

の活動を実施します。 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の持つ市民生活への恵み

を啓発する活動 
「淀川の自然・環境と生活用水のかかわり」を学ぶ 

日常的な河川管理についての

理解・啓発   「Ⅰ」 
「淀川を生かし・生かされる施設」を学ぶ 

河川の適正な利用の推進を図

る活動      「Ⅰ」 
「十三干潟での生物多様性と自然環境」を学ぶ 

河川の適正な利用の推進を図

る活動      「Ⅱ」 
「淀川の生物多様性と水辺の生きもの」の学習 

淀川の歴史・文化を啓発する

活動 
「淀川の歴史」「災害に強い街づくり」を学ぶ 

日常的な河川管理についての

理解・啓発  「Ⅱ」 
「淀川を生かし・生かされる施設」を学ぶ 

河川の環境保全活動 河川環境保全についての理解・啓発・住民参加の促進 

淀川の自然を地域住民に伝え、河川環境の改善を通して、治水、利水、環境、防災を共に

学び、親しみのある「いい川」つくりを協働して進めます。 

活動テーマ 
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2.2 河川の持つ市民生活への恵みを啓発する活動 

「淀川の自然・環境と生活用水のかかわり」を学ぶ 

淀川右岸～左岸～下水道科学館（淀川探訪ウォーク） 

 

干潟、野鳥など淀川が持つ自然環境が流域に与える恵みの大きさを伝えるため、地域の人た

ちを川へ誘導し川に関わる機会の増加と水辺環境維持を通して、｢いい川｣づくりへつなげま

す。 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

2 月  

実施計画の立案 

関係団体との折衝開始 

資料作成準備 

広報活動開始 

協力者選抜 

平 

成 

23 

年 

3 月  

コース下見（距離・時間計測） 

参加者数確認 

協力スタッフ・団体との最終調整

4月 実施（上旬～中旬）  

5 月  総括 

6 月   

7 月   

8 月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

 

（２）参加対象者・定員 

 参加対象者：地域住民 

  参加定員 ：４０人程度～                                  

 

（３）実施内容 

   ・淀川右岸・左岸の自然観察ウォーキング（干潟、河川改修・保全等の解説） 

   ・下水道科学館の見学（淀川と生活用水のかかわりを学ぶ） 

 

（４）実施日 

   ４月初旬～中旬の平日  午前中 ９時～１２時  
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（５）実施場所 

   淀川区役所～淀川右岸～左岸～下水道科学館 

 

 

（６）広報・募集方法 

    淀川区広報への掲載依頼 

    地域ミニコミ誌への掲載依頼 

    地域の団体への参加依頼                                  

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ：福寿会 

    記録    ：淀川水遊館 

 

（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

  河川レンジャーのぼり 

    配布資料作成後の参加者部数印刷 

    アンケート用紙の作成後の参加者部数印刷  

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 

下水道科学館 

淀川区役所 

十三大橋
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2.3 日常的な河川管理についての理解・啓発 「Ⅰ」 

「淀川を生かし・生かされる施設」見学（淀川探訪ウォーク） 

       

（１）活動目的 

 近畿地方は古代より琵琶湖および母なる大河・淀川の水の恵みを受けて生活を営んできました。

その淀川も数々の大きな氾濫により流域に生活する人々に大きな災害を与えてきました。 

河川の維持管理と淀川の水利用の在り方を勉強し環境に優しい河川の利用法を啓発し、｢いい

川｣淀川を流域住民が安らぎの場として利用できる活動につなげます。 

                                                

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

3 月  

実施計画の立案 

関係団体との折衝開始 

資料作成準備 

広報活動開始 

協力者選抜 

4 月  

コース下見（距離・時間計測） 

参加者数確認 

協力スタッフ・団体との最終調整

5月 実施  

6 月  総括 

7 月   

8 月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

 

（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：一般の方 

   参加定員 ：５０人程度  

 

（３）実施内容 

  ・淀川区役所前集合 

  淀川区役所・南方河川公園・長柄橋・毛馬記念公園・淀川左岸・十三大橋 
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（４）実施日 

   平日（火曜日）実施予定   ５月中旬  

 

（５）実施場所 

  淀川右岸～毛馬地区～淀川左岸～十三大橋 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

  淀川区広報への掲載依頼 

  地域ミニコミ誌への掲載依頼 

  地域の団体への参加依頼     

                                      

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ ：淀川区役所・健康福祉課 

：夢ちゃんサポートメンバー  

         ：淀川水遊館  

 

 

 

 

淀川区役所 

毛馬地区

十 三 大 橋 
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（８）必要支援内容 

河川レンジャー及びセンター事務局 

    説明配布資料作成後の印刷 

    アンケート用紙作成後の印刷 

    河川レンジャーのぼり 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  協力スタッフの手配・打ち合わせ 

  広報活動 

  事業運営 

  アンケートのまとめ 
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2.4 河川の適正な利用の推進を図る活動 

「十三干潟での生物多様性と自然環境」の学習 

 

（１）活動目的 

安全で楽しい河川利用啓発の目的で、小学生の子供たちと地域の人達を対象に十三干潟で

の自然観察と遊びを行います。 

学習・遊びを通して淀川の環境維持、干潟の持つ生物多様性と誰もが近付ける干潟の育成

を学び、安全で楽しく遊べる「いい川」淀川を体験します。 

 

平成２４年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月  

実施計画の立案 

河川管理者への協力依頼 

広報準備 

団体・小学校との折衝開始 

協力スタッフ選抜 

５月  

資料作成 

広報活動 

実施場所下見 

観察生物の採取 

協力スタッフ・団体との調整 

参加者数確認 

６月 実施 （当日雨天の場合９月実施） 

７月  総括 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

 

（２）参加対象者・定員 

 参加対象者：大阪市立十三小学校生徒（３～４年生） 

        ：同校ＰＴＡ 

   参加定員 ：５０人～６０人程度                              
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（３）実施内容 

   ・川遊びの安全指導 

   ・十三干潟の全体像を観察 

   ・干潟での遊びを通して生物の観察・採集 

 

（４）実施日 

   ６月中旬の平日（潮汐による）午前中 １０時～１２時                    

 

（５） 実施場所 

   淀川右岸十三干潟・ヨシ原水路付近 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

    学校訪問・協力依頼 

    淀川区広報への掲載依頼 

    地域ミニコミ誌への掲載依頼 

    地域の団体への参加依頼 

 

 

水 路 

ヨシ原 

十三干潟

大阪市立十三小学校
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ：小学校ＰＴＡ・十三福寿会 

    記録    ：淀川水遊館 

 

（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

    河川レンジャー・センター事務局 

      （投網・ウェーダー・たも網・バケツ・観察槽等の水辺観察機材） 

     ライフジャケット （大人用、小人用）・ハンドマイク 

     救急箱 

     河川レンジャーのぼり  

     その他水辺観察に必要な小物機材 

  福島出張所 

       配布資料作成後の参加者部数印刷 

       アンケート用紙の作成後の参加者部数印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    干潟への通路の確保 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 
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2.5 河川の適正な利用の推進を図る活動 

「淀川の生物多様性と水辺の生きもの」の学習 

 

（１）活動目的 

安全で楽しい河川利用啓発の目的で、地域の子供・父母達を対象に「淀川の生物多様性と

水辺の生きもの」の観察と遊び（工作）を行います。 

学習・遊びを通して淀川の環境維持、淀川の持つ生物多様性と誰もが近付ける川・干潟の

育成を学び、安全で楽しく遊べる「いい川」淀川を知ってもらいます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月  

実施計画の立案 

河川管理者への協力依頼 

広報準備 

淀川図書館との折衝開始 

６月  

資料作成 

広報活動 

実施場所打合せ 

協力スタッフ・団体との調整 

参加者数確認 

７月 図書館での講座実施  

８月  総括 

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

 参加対象者：地域住民（淀川図書館来館者） 

  参加定員 ：２０人～３０人程度 

 

 

 



 28

（３）実施内容 

   ・淀川に生息する生き物の解説・観察指導 

   ・十三干潟の全体像の説明 

   ・ヨシ・シジミ等を使用した工作 

 

（４）実施日 

   ７月中旬の（土）午後  ２時～４時                            

     

（５）実施場所 

    淀川図書館・会議室 

 

 
 

 

（６）広報・募集方法 

    図書館広報への協力依頼 

    地域ミニコミ誌への掲載依頼 

    地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ：十三福寿会・淀川水遊館 

    記録    ： 〃 

 

十三干潟

淀川図書館 
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（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

    河川レンジャー・センター事務局 

     講座で使用する「生きもの」採取の道具 

     （投網・ウェーダー・たも網・バケツ・観察槽等の水辺観察機材） 

    河川レンジャーのぼり  

  福島出張所 

      配布資料作成後の参加者部数印刷 

      アンケート用紙の作成後の参加者部数印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 
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2.6 川の歴史・文化を通して地域防災を啓発する活動 

「淀川の歴史を学び水害に強い街づくり」を学ぶ 

 

（１）活動目的 

大阪平野は淀川や大和川などから流れ込んだ土砂などで出来ており、多くの川に囲まれ、歴史

的に見ても災害に対して非常に弱いまちであり、過去、多くの河川氾濫による災害を受けてきま

した。 

地域の人々に古代以降の大阪平野の成り立ち、近代以降の新淀川の開削、その後も続く水害と

河川改修の歴史を解説し、淀川が「水の都・大阪」にどれほど大切な存在であり、特に河川の良

好な環境と安全の維持には流域に暮らす住民と河川管理者が協働で取り組むことが大切であると

伝えたい。 

  

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月  

実施計画の立案 

広報準備・広報活動開始 

関係機関との折衝開始 

８月  
協力者との調整 

防災に関する資料作成 

９月 講座実施  

10 月  総括 

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

  参加対象者 ： 一般の方 

  定員    ： ２０名～ 

 

（３）実施内容 

   座学「淀川の歴史を学び災害に強い街づくり」を学ぶ 
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（４）実施日 

   ９月 

 

（５）実施場所 

   淀川区民センター 

  

  

（６）広報・募集方法 

淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

   淀川区広報への掲載依頼 

   地域ミニコミ誌への掲載依頼 

   地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役 

   会場設営 

    記録   

  

（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

河川レンジャー及びセンター事務局 

    パワーポイント資料及び機材 

   説明配布資料の作成後の印刷 

   アンケート用紙の作成後の印刷 

 

淀川区民センター 

淀川区役所 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    「淀川の歴史を学び災害に強い街づくり」を解説 

実施計画の立案 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 
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2.7 日常的な河川管理についての理解・啓発 

「淀川を生かし・生かされる施設」見学（淀川探訪ウォーク） 

       

（１）活動目的 

 近畿地方は古代より琵琶湖および母なる大河・淀川の水の恵みを受けて生活を営んできました。

その淀川も数々の大きな氾濫により流域に生活する人々に大きな災害を与えてきました。 

河川の維持管理と淀川の水利用の在り方を勉強し環境に優しい河川の利用法を啓発し、｢いい

川｣淀川を流域住民が安らぎの場として利用できる活動につなげます。 

                                                

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月  

実施計画の立案 

出張所への協力依頼 

関係団体との折衝開始 

９月  

資料作成準備 

広報活動開始 

協力者選抜 

コース下見（距離・時間計測） 

10 月  
参加者数確認 

協力スタッフ・団体との最終調整

11 月 実施  

平 

成 

24 

年 

12 月  総括 

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：一般の方 

   参加定員 ：４０人程度  

 

（３）実施内容 

  ・淀川区役所前集合 

   区役所・南方河川公園・長柄橋・毛馬出張所棟内（排水機場・管理施設）見学 
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（４）実施日 

   平日（木曜日）実施予定   １０月下旬～１１月初め  

 

（５）実施場所 

  淀川右岸および左岸～毛馬地区 

 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

  淀川区広報への掲載依頼 

  地域ミニコミ誌への掲載依頼 

  地域の団体への参加依頼    

                                       

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ ：淀川区役所・健康福祉課 

：夢ちゃんサポートメンバー  

 

（８）必要支援内容 

河川レンジャー及びセンター事務局 

    説明配布資料作成後の印刷 

    アンケート用紙作成後の印刷 

    河川レンジャーのぼり 

淀川区役所 

淀川大堰

十三干潟 

毛馬地区
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  協力スタッフの手配・打ち合わせ 

  広報活動 

  事業運営 

  アンケートのまとめ 
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2.8 河川環境保全活動 

河川環境保全についての理解・啓発・住民参加の促進 

 

（１）活動目的 

 河川に対する関心を高め、河川の環境保全の理解者を増やすための一環として美化活動を行

います。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  
準備開始 

協力者選任と調整 

１月    〃 

２月 実施  

平 

成 

25 

年 
３月  総括 

 

 

（２）参加対象者・定員 

    参加対象者 ： 一般の方・地域の活動団体                         

    定員    ： なし 

 

（３）実施内容 

  河川環境保全の清掃活動（ごみがあったら拾い片づける活動） 

  河川レンジャーと地域での活動者との連携強化 

 

（４）実施日 

    ２５年 ２月予定（地区行事とラップの可能性あり、協働するか日程変更） 
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（５）実施場所 

    １）淀川右岸十三干潟より南方 

２）淀川左岸十三小橋より海老江干潟 

※ 詳細は未定 

 

 

（６）広報・募集方法 

淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

   区（対象とする区）広報への掲載依頼 

   地域ミニコミ誌への掲載依頼 

  地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    河川レンジャー      

    記録    

       

（８）必要支援内容 

火バサミ・軍手・ごみ袋 

    ごみ収集後の搬出手配 

    河川レンジャーのぼり 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  協力スタッフの手配・打ち合わせ 

  広報活動 

  事業運営（軍手などの準備） 

  アンケートのまとめ 
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１．水道記念館見学を通じて地域の子供たちに水の恵みの学習 

２．中島大水道治水を通じて防災意識の啓発 

3. 平成 24年度 西岡河川レンジャー年間活動計画 

 

3.1 活動テーマと活動分野 

 

 福島出張所管内を活動エリアとする西岡河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、2つの 

活動を実施します。 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 大阪市水道局 水道記念館見学 

活動地域への啓発活動 中島大水道治水の啓発（人形劇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動テーマ 
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3.2 大阪市水道局 水道記念館見学 

 

（１）活動目的  

水道記念館見学を通じて地域の子供たちに水の恵みの学習し川の大切さと水の大切さを分

かってもらいたい。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

    ８月の水道記念館見学 親子で参加  ３０名ほど  

 

（３）実施内容 

 イベントを通じて水の恵みを親子で学習し、本来の川の必要性の認識してもらう。 

     

（４）実施日 

    ８月の夏休み期間中に実施予定 

 

 

 

 

 

 実  施 準 備 等 

４月  活動内容精査、計画づくり等 

５月  淀川区役所と協議 支援依頼 

６月  配布資料作成 

７月  近隣小学校等案内 

８月 水道記念館見学 打合せ会・意見集約 

９月  まとめ・記録作成・関係機関及び支援者への報告

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   
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（５）実施場所 

   水道記念館 

 

 

（６）広報・募集方法 

    リ－フレット作成・近隣小学校等へ配布及び案内 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 水道記念館は引率に７～８名 

 主に安全対策とし、参加スタッフもあらためて、参加者と同じ目線で学習していただく。      

 

（８）必要支援内容 

    レンジャ－ホ－ムペ－ジ及びレンジャ－ニュ－スへの掲載、 

    レンジャ－のぼり、救急セット等、今後事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 水道記念館見学をし、あらためて区役所で感想や、水について感じたことなどを 

ワ－クショップ形式にて意見集約。 

 参加者の意見をとりまとめ、行政機関及び支援者への報告を行う。  
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3.3 淀川河川敷フェスティバル(予定)にて中島大水道治水の啓発（人形劇） 

 

（１）活動目的  

淀川河川敷フェスティバル(予定)にて中島大水道治水の啓発（人形劇）を行い防災意識の啓

発を行う。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月  活動内容精査、計画づくり等 

９月  淀川区役所等と協議 支援依頼 

10 月 淀川河川敷フェスティバル(予定) 機材等準備 

11 月  打合せ会・意見集約 

平 

成 

24 

年 

12 月  
まとめ・記録作成・関係機関及び

支援者への報告 

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

    一般市民 

 

（３）実施内容 

 イベントを通じて治水の歴史や川の必要性を認識してもらい、防災意識の啓発 

 

（４）実施日 

    １０月頃 
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（５）実施場所 

   淀川区の河川敷公園 

 

 

（６）広報・募集方法 

     淀川河川敷フェスティバル（予定）ポスター、リ－フレット、インターネット等 

    により広報。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 淀川河川敷フェスティバル  機材準備、演出等に３５～３６名を予定。 

 

（８）必要支援内容 

    レンジャーホームページ及びレンジャーニュースへの掲載、 

    レンジャーのぼり等今後事務局と相談。 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 関係団体との調整、準備・出演・反省会等打合せ、意見集約、まとめ、報告等  
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（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    平成２４年度は、終了後打合せ、意見集約、まとめ、報告等を行い、 

   次回につなげていくための方策を考えていきたい。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

    一般市民の方々へ防災意識をつたえられるように 、人形劇を演じる側も学び、 

   見学者も学んでいただきたい。 

 

（12）その他 
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4. 平成 24年度 三輪河川レンジャー年間活動計画 

 

4.1 活動テーマと活動分野 

 

毛馬出張所管内を活動エリアとする三輪河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、３つの活

動を実施します。 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川にかかわる歴史文化の 

普及活動 

レンジャー事業の地域理解を深める

広報活動 

暮らしの中の河川 川沿いあるき・歴史散歩 

地域イベントでのパネル展示 

河川行政と地域住民との 

コーディネートを図る活動 

防災についての体験学習会、 

施設見学会、 

河川の環境保全を図る活動 冬鳥観察会、干潟の生き物についての学習会 

｢暮らしの中の河川｣を考える活動を通して、歴史、文化を学び、河川についての理解を 

深め、都市型の暮らしのなかから、川へのかかわりを模索します。 

活動テーマ 
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4.2 暮らしの中の河川 川沿い歩き・歴史散歩 

 

（１）活動目的 

身近に川を感じるところから、都市の暮らしと川とのかかわりを考える。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

  定員: 20 名から 30 名 

 

（３）実施内容 

  川沿い歩き・歴史散歩 

・淀川の中流域、上流域への関心を高めるための史跡、防災施設見学を兼ねた川沿い散歩 

 

（４）実施日 

  4 月下旬（または 7月上旬）、9月 28 日に予定。日程確定は、4月中旬以降 

 実  施 準 備 等 

4 月 川沿いあるき 

実施計画の立案、下見 

広報活動 

協力スタッフとの打ち合わせ 

資料の作成直前下見 

5 月   

6 月   

7 月  
計画立案、下見 

準備作業 

8 月  
広報活動 

スタッフとの打ち合わせ 

9 月 川沿いあるき 直前下見 

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

1 月   

2 月   

平 

成 

25 

年 3 月   
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（５）実施場所 

内容検討中 

 

（６）広報・募集方法 

  地域一般チラシ、メール配信 

  レンジャーHP 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: ４～８名 

  広報協力、下見、活動日の引率、安全確認 

 

（８）必要支援内容 

  施設の利用 

  のぼり借用 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・講師 

  ・協力スタッフの手配、打ち合わせ 

  ・会場の手配 

  ・資料作成 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・事業報告 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報と、レンジャー活動の PR 

・協力スタッフの確保 

 

(11)活動を行う上での課題等 

  活動日、活動時間の調整  

  天候・気温などにより臨機応変にプラン変更可能な計画立案 

 

(12)その他 
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4.3 地域イベント（こどもイベント）におけるパネル展示 

 

（１）活動目的 

レンジャー活動の広報。 

住んでいる街と川について考える活動。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

 対象: 小学生、保護者、地域住民 

 定員: 400 名 

 

（３）実施内容 

地域イベントにおいて、子供たちと保護者にレンジャー事業の広報活動をおこなう。 

川への関心をたかめ、暮らしの中で、川を意識できるような、企画。 

 

 

 実  施 準 備 等 

4 月  開催団体との話し合い 

5 月  

企画・広報活動 

協力スタッフとの打ち合わせ 

展示資料の準備 

6 月 
パネル展示 

（こどもワークショップ） 
搬入搬出 

7 月  事業報告 

8 月   

9 月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

1 月   
平 

成 

25 

年 
2 月   
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（４）実施日 

6 月の第 3日曜日予定（4月下旬ごろ確定） 

 

（５）実施場所 

大阪市北区堀川小学校講堂 

 

 

（６）広報・募集方法 

・地域イベントのチラシ 

・一般チラシ 

・参加スタッフの関係場所への広報 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  イベント運営協力団体スタッフ：はぐくに運営委スタッフ、ＰＴＡ、生涯学習関係者 

  協力内容：広報、準備、活動日の誘導、整理、安全確認、ワークショップでの活動 
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（８）必要支援内容 

  施設の利用 

  主催団体との役割分担 

  準備物置き場の借用 

  のぼり借用 

パネル資料 広報用レンジャーニュース 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・主催との打ち合わせ、実施計画の立案 

  ・協力スタッフの手依頼、打ち合わせ 

  ・会場、荷おき場の利用手配 

  ・ワークショップ展示資料準備 

  ・広報活動 

  ・当日の運営 

  ・活動報告 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報の有効な配架 

・スタッフの確保  

子供と保護者双方にアピールできるものに。 

 

(11)活動を行う上での課題等 

短時間の展示なので、文字よりも写真を多く視覚により川への関心を高めるような展示。 

 

(12)その他 
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4.4 防災の学習会・施設見学会 

 

(1) 活動目的 

防災の学習会  避難場所の検討や、土嚢の作り方体験を通して、防災意識を高める 

施設見学を通して、私たちの暮らしに河川はどのようにかかわっているのかを考え、河川行政へ

の理解を深める。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

定員: 20～30 名 

 

（３）実施内容 

防災の学習会、防災施設見学 

 

（４）実施日 

10 月、2 月開催 日程は調整中（4月以降に確定） 

 実  施 準 備 等 

4 月   

5 月   

6 月  
計画立案 

会場の確定 

7 月  準備作業 打ち合わせ 

8 月   

9 月   

10 月 
防災についてのパネル展・テントブ

ースの出展（区民カーニバル） 
 

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  

計画立案 

準備作業 打ち合わせ 

下見 

1 月  
広報活動 

協力スタッフとの打ち合わせ 

2 月 防災学習会施設見学会  

平 

成 

25 

年 3 月   
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（５）実施場所 

北区民カーニバル会場：扇町公園 

 

（※「防災の学習会、防災施設見学」は関係機関等との調整の上、決定） 

 

（６）広報・募集方法 

  地域一般チラシ河川レンジャーHP 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: 3～4 名 

  広報協力、活動日の引率、安全確認 

 

（８）必要支援内容 

施設の利用 

のぼり借用 

資料パネル 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・関係機関との打ち合わせ 

  ・協力スタッフの手配、打ち合わせ 

  ・会場の手配 

  ・資料準備 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・会場日程調整 

・スタッフの確保 

 

(11)活動を行ううえでの課題等 

実施時期の検討 

 

 

(12)その他 
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4.5 冬鳥観察会 

 

（１）活動目的 

学習会・観察会を通し、鳥たちの淀川での暮らしと環境について考える。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 

（２）参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

定員: 学習会、観察会ともに 20 名                                

  

（３）実施内容 

干潟の生き物、鳥についての学習会観察会 

 

（４）実施日 

1 月開催 日程は観察会スタッフと調整中 

 

 

 

 

実  施 準 備 等 

4 月   

5 月   

6 月   

7 月   

8 月   

9 月   

10 月  

広報活動 

協力スタッフとの打ち合わせ 

資料の作成 

11 月  

計画立案 

準備作業 打ち合わせ 

下見・スタッフ学習会 

平 

成 

24 

年 

12 月  下見 

1 月 冬鳥観察会 下見 

2 月   

平 

成 

25 

年 3 月   
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（５）実施場所 

大川・淀川左岸  または矢倉海岸 

 

 

（６）広報・募集方法 

  地域一般チラシ 

  レンジャーHP 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: 3～4 名 

  広報協力、活動日の引率、安全確認 
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（８）必要支援内容 

  講師依頼 

  施設の利用 

  解説施設利用 

  のぼり借用 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・講師依頼協力スタッフ依頼 

  ・スタッフ学習会 

  ・会場の手配 

  ・資料作成 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報・スタッフの学習会 

 

 

(11)活動を行ううえでの課題等 

悪天候の場合の対応、真冬の長時間の屋外活動対応 

河川敷の交通の便の悪さ 

 

(12)その他 
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5. 平成 24年度 﨑谷河川レンジャー年間活動計画 

 

5.1 活動テーマと活動分野 

毛馬出張所管内を活動エリアとする﨑谷久義河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、

６つの活動を実施します。 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

防災の推進を図る活動 

○自主防災活動の活性化 

毛馬出張所の施設を活用し、地域住民と水防勉強会 

土嚢づくり体験 

川の適正利用の推進を図る

活動 

○身近な淀川を、もっと知って！楽しもう 

柴島干潟の自然観察会 

（淀川大堰下流の河川敷～柴島干潟～水道記念館） 

川づくり人づくりへの参画

・支援する活動 

○地域住民と大学の、川のスポーツによる交流を支援する 

（東淀川区民＋神大漕艇部）   

川の歴史・文化を普及啓発す

る活動 

○淀川の歴史・文化を知ろう！  

川辺歩きで河川のあるべき姿を理解し、自然環境と親しもう 

川の環境保全を図る活動 
○河川美化の活動 

菅原･豊里の河畔景を美しく！   

啓発活動 

○河川レンジャー情報発信などの広報活動 

区民の祭典（北区カーニバル）の機会を活用し、特設テント

ブース出陳でレンジャーの活動紹介。 

また「自主防災活動の活性化」 「身近な淀川をもっと知っ

て!楽しもう」 「地域住民と大学の、川のスポーツによる交

流を支援する」 「川の歴史・文化を知ろう」「河川美化活動」

など企画催事の実施時に於いても、レンジャー活動趣旨を

多方面にアナウンスし河川と地域の良好な関係を構築。 

 

 

市民と川の豊かなふれあいを増す活動！ 

活動テーマ 
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5.2 自主水防活動の活性化 

（１） 活動目的 

 淀川下流域の住民を主な対象者として、河川事務所毛馬出張所の諸施設を見学する事により河

川の管理体制や治水施設・能力の現状を理解してもらう。そして生活と密接に繋がる淀川を防災

の観点で見つめ直し、家庭や地域でも日頃から留意しておくべき課題や水防の危機意識を考える

きっかけづくりに繋げます。 

私たちの街が川の防備を必要とする生活基盤上にあることの認識を得た上で、｢土のう積み｣実

習体験を行なう。また生活身辺の物を水防用材に役立てる工夫の演習で、機転の知識と技術習得

をしてもらいます。これ等を実践することで防災意識の高揚を図ります。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 
 

 

・事業計画の立案 

・資料づくり準備 

・見学施設の事前確認 

---(毛馬出張所担当者と) 

・講師の依頼 

・実施プラン作成 

・広報手配（2 ヶ月前）、活動 

５月 

 

 

 

・協力スタッフの手配 

・講師､協力スタッフとの打合せ 

・掲示資料、配布資料の作成 

・準備作業 

６月 

［自主水防活動の活性化］ 

毛馬出張所の施設を見学し、地域防災

の勉強会 

土嚢づくり体験 

・活動実施 

 

 

・アンケート結果、活動報告まとめ 

７月 
 

 

 

 

８月 
 

 
 

９月  
 

 

10 月  
 
 

11 月  
 

 

平 

成 

24 

年 

12 月  
 

 

１月 
 
 

 

 

２月 
 

 

 

 

平 

成 

25 

年 
３月 
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（２）参加対象者・定員 

 対象： どなたでも参加可 

定員： ２０～３０名 

 

（３）実施内容 

 毛馬出張所の構内施設および長柄河畔地区の史跡建造物の見学会 

 水防の学習会 ＋「土のう積み］体験研修会 

 河川レンジャーの紹介、活動案内などを会場で掲示し参加者にアピール 

 

（４）実施日              

 ６月 梅雨の出水時期前に開催 

                

（５）実施場所 

 淀川河川事務所毛馬出張所構内および長柄河畔地区河川公園                    
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（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーHP 河川レンジャーNews 広報チラシ（関連機関・東淀川区役所 

・北区役所・北区大淀老人福祉センター等に配備） 

 

（７）講師および協力スタッフ等の人数とその役割 

講師：松永正光さん（水防知識と、土のう積み技術）に依頼予定 

協力スタッフ：広報協力、土のう積み活動時助手、安全管理 2 名     

 

（８）必要支援内容 

 ・施設の利用 ・活動用材用具の提供 ・講師依頼 

・資料パネル、パンフレット類、レンジャー幟などの提供・借用  

・ホームページ掲載・配布レジュメのコピー、チラシ印刷 

                                      

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                            

 ・実施計画の立案 

・講師、協力スタッフの依頼手配 

・関係諸機関との調整、会議 

・実施場所の下見、必要資材、用具の手配調達 

 ・必要資料の手配、配布物の作成、広報活動 

 ・当日の運営、会場設営・片付け 

・活動のふりかえり 

・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   実施時期や催し当日の天候に対し事前から充分注意を払い、安全性や決行中止に関するこ

とを取り纏めておく。                  

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  出張所の業務に支障をきたさない時節に活動日を設定 
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5.3 身近な淀川を、もっと知って！楽しもう 

 

（１） 活動目的 

 雄大な眺めをもつ川を都心の間近に見ながら、近づきがたい印象をもつ淀川。無機質な都市空

間で働き生活する人達に、川を資源にした街の活性化を呼掛け----。 

豊かな自然に育まれた淀川の水辺で、植物観察会や様ざまな生き物の採取を体験し多様な生態

系と交感する。季節の移ろいを感受して、日々の癒しと生活に潤いの効果を得る。暮らしや遊び

に河川を取り込むことで自己の感受性を蘇せるなど、生活意識の啓発を行ないます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月 

 

 

 

・事業計画の立案 

・資料づくり準備 

・講師の依頼 

６月 

 

 

 

・協力スタッフの手配 

・講師､協力スタッフとの打合せ 

・広報手配（2 ヶ月前）、活動 

・実施プランの作成 

７月 
 

 

・干潟活動諸材料の手配 

・配布資料の作成 

・フｨールドの事前確認 

---(下見) 

８月 

 

『身近な淀川を、もっと知って！楽

しもう』 

柴島干潟の自然観察会 

・活動実施 

・河川レンジャー活動の広報 

・アンケートのまとめ 

・活動報告まとめ 

９月  
 

 

10 月  
 

 

11 月  
 

 

平 

成 

24 

年 

12 月  
 

 

１月 
 
 

 

 

２月 
 

 
 

平 

成 

25 

年 
３月 
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（２）参加対象者・定員 

対象： 小学生および保護者、地域住民 

定員： ２０人程度 

   

（３）実施内容 

柴島の河川敷から対岸北区の高層建物を遠望し、都市空間の間近で豊かな自然を持つ川の様子を

体感。川面の鳥や水際植物などを確認しながら、干潟に分け入って水性生物の観察やカニ・シジ

ミを採取。また引率講師が投網打ちを実演し、捕獲した魚の解説会を行う。 

また河川レンジャー活動を広く広報し、参加のリピーターやフアンになって貰えるよう呼掛け

る。 

 

（４）実施日  

 ８月上旬頃の潮時良好な日で計画 雨天順延の基準や日程も事前告知する。 

 

（５）実施場所 

 柴島人工実験再生干潟および周辺の河川敷・水道記念館 
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（６）広報・募集方法 

 淀川管内河川レンジャーHP 河川レンジャーNews 東淀川区 北区などの広報への掲載依頼 

地域団体への参加依頼 広報チラシ（ 関連施設・区役所等に配布 ） 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力講師：大阪市立水道記念館・横山達也さん に依頼予定（投網実演で魚の捕獲） 

干潟観察時の受付け・安全管理要員 １～２名 

 

（８）必要支援内容                                       

 ・ライフジャケット・たも網・投網・バケツ・捕獲した生物観察用のバット、観察用アクリル

ケースなど諸用材とレンジャー幟の手配 

・ホームページ掲載、配布レジュメのコピー・チラシ印刷 

・講師依頼 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                            

 ・実施計画立案  

・関係機関、団体との折衝 

・講師および協力スタッフの手配・打合せ 

・実施場所の下見、資料の作成 

 ・広報手配と活動、当日の運営 

 ・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  ・参加者の増大図るため、地縁者や地域活動団体などと連携を強める工夫を考える          

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・潮汐の状態を把握し、天候不順時の対処策も考慮をした日程決めを行なう事 

                 

（12）その他 
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5.4  川づくり、人づくりへの参画・支援する活動  

 

（１） 活動目的 

 『地域住民と大学の、川のスポーツによる交流支援』を図る活動事業。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  ・事業計画の立案 

５月  

・資料づくり 

・関係先(神大漕艇部・地域活動団体・東淀

川区役所)への提案、調整 

６月 

 

 

 

・講師(漕艇部関係者)の依頼 

・実施プラン作成 

・広報手配（2 ヶ月前）、活動 

・フｨールドと施設の事前確認---(関係者と

下見) 

７月 

 

 

 

・協力スタッフの手配 

・講師､協力スタッフとの打合せ 

８月 

 

 

 

・レジュメ資料作成 

・展示資料作成 

・会場下準備 

・活動諸材料の手配、準備 

９月 

 

『地域住民と大学の、川のスポ

ーツによる交流を支援』 

（東淀川区民＋神大漕艇部） 

 

 

：河川敷の特設テントで 

《ボート競技の案内・危険回避に

ついて解説資料をパネル展示》

 

〈当該地の親子をボート部クラブハウスに

招き〉 

・ボート競技のレクチャー 

〈河川敷～水面に出て〉 

・子どもと学生が一緒に乗艇し、ボートの

魅力と水上活動を体感 

・河川レンジャー活動をアナウンス 

〈展示資料の撤収〉 

・アンケートのまとめ 

・活動報告まとめ 

10 月  
 

 

11 月  
 

 

平 

成 

24 

年 

12 月  
 

 

１月   

２月 
 

 
 

平 

成 

25 

年 ３月 
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（２）参加対象者・定員 

目標とするターゲットは、神戸大学漕艇部と東淀川区民（区内中学校在校生、クラブハウスの近隣

市民）とします。       

 この事業は市民・中学生と大学の交流活動として行い、市民参加者目標は２０人程度。受け 

入れ先の神大関係者は約８０名。レンジャー及びレンジャー協力者・近隣住民や河川関係者も交えて 

総勢１００名余りを想定する。 

河川敷にテントを張り、催しの併催展でパネル展示を行う。 

観覧人ターゲットは参加者及びその父兄、関係者と近隣地域住民、当日河川利用の一般市民。 

目標数は２００人程度を見込んでいる。 

 

（３）実施内容 

神戸大学との協働企画事業として行う。 

『地域住民と大学の、川のスポーツによる交流を支援』 

 １）神大漕艇部クラブハウスで、ボート競技ルールのレクチャー＋安全管理の話。 

２）河川敷に出て、実際にボートに乗艇を体験。進艇方法や浮力の様子、川の流れの体感など、 

ボートと川の魅力を知ってもらいます。また引率者や一般者は、堤から眺める光景から次代

を担う若人の溌剌としたスポーツ活動をみて、期待と癒し効果が与えられると考えます。 

３）特設テント内に、ボート競技のルールや楽しみ方・神大ボート部の記録資料・水辺の安全管理 

などをテーマにパネル展示。河川を活用したスポーツ交流の理解と啓発に役立てる。 

 

（４）実施日 

 ９月に実施。ボート競技シーズンの一区切り、台風襲来時期の前を想定している。 
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（５）実施場所 

 １）神大漕艇部クラブハウス（東淀川区菅原１丁目） 

 ２）淀川右岸城東貨物線鉄橋辺りの河畔域                          

 ３）クラブハウス近くのグランドまたは河川敷、テント内でパネル展示。              

 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーHP 河川レンジャーNews 広報チラシ（ 関連機関・区役所等に配備）

加えて、神戸大学の広報、および関連機関に配布。 

チラシ作成と参加者募集の受付は、河川レンジャーおよび中央流域センター レンジャー事務局

で執り行う。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 開催当日の会場、テント設営・撤収は神大漕艇部が行い、受付対応はレンジャーおよびレンジャ

ー協力者と神大が共同であたる。また安全管理については、レンジャーと大学側関係者が十二分

に話し合いをおこない双方協働で管理に付きます。水上の監視・安全指導は、神大からモータ

ーボートを何艇か準備し事故回避に努めます。（22 年度、河川レンジャー立会いで沈実験を行ない事

故発生の想定で検証した。）   

解説講師：高橋研志郎さん（神大漕艇部 OB・兵庫県ボート協会常任理事）に依頼予定。     
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（８）必要支援内容 

・併催[資料展示] 河川レンジャー活動資料及び、ボート競技解説などの関連資料ほか借り

受け物品                  

・双眼鏡など諸物品の手配 

・（ライフジャケットなど安全防備の用具・出廷時の帆走モーターボート・安全管理者及び

指示者詰め所用テントなどは神大側で配備 ） 

・ホームページ掲載とパネル展資料・配布レジュメのコピー、チラシ印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

この事業は、河川レンジャー ＋ 神戸大の協働事業と位置づけたいと思います。 

事業企画の骨子はレンジャー側で作成提案し、催し自体は神大が中心となって推進します。

漕艇部は在校学生であり事業責任を求めることは難しいので、運営の資金とサポート母体の

ＯＢ会（神漕会）や本校の施設管理者（学務部）にも声掛けして調整を図っていきます。また地

域の活動団体や区役所の関係部署にも協力を仰ぐ根回し活動をすすめています。           

・基本、実施計画立案 

・参加対象者：東淀川区内中学生、水辺のスポーツに関心が深い流域住民 

・講師（大学側）、協力スタッフの依頼手配 

・関係諸機関との調整、会議 

・実施場所の下見、必要資材、用具の手配調達 

・必要資料の手配、配布物の作成、広報活動 

・当日（大学側と協働）、の運営、会場設営・片付け 

・活動のふりかえり（神大ほか関係者と会議） 

・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   天候や水嵩に対し事前から十二分に注意を払い、催し安全性や決行中止（神大にその決断を

委ねる）に関することを取り纏めておく。（昨年度は悪天候の場合の三次候補日程まで決めて

いたが、天候や水嵩の問題で中止しました。） 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・活動時の安全管理配慮を最重要課題と認識した計画組みを行う。 

  ・参加対象者としての近郊の中学校生を事前に特定。また行政や地域活動団体とも、催し内

容や趣旨の理解を得て参画を求めるなどの協議を重ねています。 

 

（12）その他 
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5.5 川の歴史・文化を普及啓発する活動 

 

（１）活動目的 

 「淀川の歴史・文化を知ろう！」水辺歩きで河川のあるべき姿を理解し、自然環境と親しもう。 

東淀川区は淀川右岸におよそ７キロメートルも接しています。かつては流域の中でも際立って豊

かな自然を有していたエリアです。 区民の街歩きグループなどに呼掛け、川辺散策で多様な自然

と交感し、楽しみや癒し効果を発見するなど暮らしに河川を取り込む生活意識の啓発を図ります。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月 
 

 

・事業計画の立案 

・資料づくり 

・関係先への提案、調整 

・講師、協力スタッフの依頼 

９月  

・実施プラン作成 

・広報手配、活動 

・講師､協力スタッフとの打合せ

10 月  

・フｨールドの下見 

・資料収集 

・レジュメ資料作成 

・レンジャー広報資料作成 

11 月 

水辺歩きで河畔の自然景を観察 

〈豊里葦原・平成ワンドの自然環境

を訪ねます〉 

・活動実施 

 

・アンケート 

・活動報告まとめ 

 

平 

成 

24 

年 

12 月  
 

 

１月 
 

 
 

２月  
 

 

平 

成 

25 

年 
３月 
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（２）参加対象者・定員 

目標とするターゲットは、東淀川区健康づくり区民会議（レッツチャレンジウオーキング）の実践メン

バーや地域活動団体の方々に呼びかけたいと考えている。       

 参加者目標は２０人程度とする。 

 

（３）実施内容 

 豊里ヨシの群落地・豊里の溜まり池・平成ワンド・赤川鉄道路辺りを散策。自然豊かな環境 

資産を地域住民と実地見聞しながら、市民が親しめる水辺保全や景観修復を視野に入れた活動 

展開を図る行事にします。 

 

（４）実施日 

  秋深まる１１月中旬で計画。 

                

（５）実施場所 

  淀川右岸の下流域 菅原城北大橋の上下流から平成ワンド、JR城東貨物線鉄橋辺り          
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（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーホームページ 河川レンジャーNews 東淀川区広報紙に掲載申請 

 地域活動団体に協力要請 広報チラシを関連機関に配布。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

河川レンジャー アドバイザー(仁枝 洋 氏)から、知識と経験の助力を得て活動推進。 

散策時の安全管理として、協力スタッフ２名以上の人員を配す。 

 

（８）必要支援内容                       

・平成ワンド築構の経緯と地形図・環境調査書、豊里ヨシ原関連資料など収集の協力。 

・ホームページ掲載・配布レジュメのコピー、チラシ印刷。 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                            

 ・基本、実施計画立案 

 ・関係諸機関との調整 

・講師、協力スタッフの手配 

・実施場所の下見 

 ・必要資料の手配と収集、配布物の作成 

 ・広報手配、活動 

 ・当日の運営 

・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

参加対象者や集合地、散策道の実情、距離感、天候などを配慮。特に安全性を最重要視し

た計画をまとめる。                     

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

当該地域の歴史的出来事や事跡を知りその痕跡地を確認することで、環境保全の難しさな

ど自然の営みが理解される。淀川縁に暮らすという観点から、上手な川との付き合いを考え

なおす一助となるようなコース設定が組めるよう努力する。 

               

（12）その他 
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5.6 川の環境保全を図る活動  

 

（１） 活動目的 

『河川の美化活動』ゴミ清掃は、まちづくり活動の原点とも言える重要なテーマとして位置づ

ける。川や河川敷をフィールドとして様ざまに活用している人達にも呼びかけ、美化活動の拡充

を図ります。また活動日が散漫になっても良いので、上下流域のエリアとも声掛けし連携を図っ

て地域に河川美化の啓発と気運を促します。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月  
・事業計画の立案 

・関係先への提案、調整 

平 

成 

24 

年 

12 月  

・広報手配、活動 

・協力スタッフ手配打合せ 

・フｨールド下見、実施プラン作製

１月  ・活動諸材料、ゴミ撤収の手配 

２月 

菅原･豊里の河畔景を美しく！ 

（淀川右岸 菅原･豊里地区 

河川敷き） 

・活動実施 

 

・活動実施 

・活動報告まとめ 

 

平 

成 

25 

年 

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

ターゲットは、河川敷でスポーツ活動するサークルやジョギング・散策など行っている人々

を中心に呼掛ける。 

参加者が５０人程は集まるよう、また複数の参加団体・グループが参画してくれるよう目標

立てた勧誘運動を行なっています。 
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（３）実施内容    

日頃の河川活用者に、「謝恩の容で----ゴミ清掃を行う。清々しい環境を取り戻し、美しい川

辺づくりを推進しよう！」と声掛け。 

 

（４）実施日 

  冬場の２月頃で計画 

 

（５）実施場所 

  淀川右岸 菅原･豊里地区河川敷、平成ワンド周辺                        

 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーHP 河川レンジャーNews 広報チラシ 関連機関に配布。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフを２名以上配備する。また連携のとれる団体と協働できたら、共の安全対策を

申し合せる。 
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（８）必要支援内容                       

ホームページ掲載・チラシ印刷・美化啓発用配布物（印刷資料など）・ゴミ袋、清掃用具と集

めたゴミの引取り処分。 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                            

 ・基本、実施計画の作成 

 ・関係諸機関との調整打合せ 

・実施場所の下見、協力スタッフの手配、 

・各種広報の手配、啓発用配布物の作成、呼掛け活動 

・必要資材の手配 

 ・当日の運営 

・活動内容のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

ゴミ収集活動をとおして、水辺の環境改善への気運づくりを計る。                

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 事業趣旨の理解が得られそうな特定団体と主たる交渉をおこない、また行政などの協力も取

り付けて、雪だるま的に参加員数を積み上げていけるように努力したい。 
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5.7 啓発活動 

 

（１） 活動目的 

河川レンジャー情報発信などの広報活動 

レンジャーの事業計画が単なるイベントとならずに、市民と川の豊かなふれあいを増す活動

の深耕に役立てる。機会ある度に、その場を最大限に活用した啓発ＰＲに努める。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月 

『自主防災活動の活性化』 

地域住民と、毛馬出張所施設を活

用した水防勉強会 

・ 準備物などの詳細は当該事業

の項で紹介（以下の活動事業も

同様） 

７月  

［北区カーニバル広報活動事業］

・事業計画の立案 

・関係先への提案、調整 

８月 

『身近な淀川を、もっと知って楽し

もう』 

柴島干潟の自然観察会 

・北区ｺﾐｭﾆﾃｨ協会参加申込み 

・協力スタッフ手配打合せ 

・実施プラン作製 

・広報手配、活動 

９月 

『ボート試乗交流会』 

特設テントで、ボート競技の案内・

危険回避説明に加え、レンジャー

活動紹介パネルを展示 

・活動諸材料の手配 

10 月 

『河川レンジャー広報活動』 

大阪市 北区民カーニバル会場

特設テントに於いて実施 

・活動実施 

・活動報告まとめ 

11 月 

『水辺歩きで河畔の自然景 

を観察』 

豊里ヨシハラ群生地ほか散策 

 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月 
『自然ゆたかな河畔景を美しく！』

菅原･豊里の河川敷き美化活動 
(*準備詳細は前の項で紹介) 

平 

成 

25 

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

大阪市北区の［区民カーニバル］参加者一般 対象者人員：数千人 

また他の年次計画事業に於いても、其々の催しに参加する人たちに広く呼掛けて行く。 

 

（３）実施内容 

［北区民カーニバル］会場の主催者用意の特設テントブースに於いて、祭典に参加する区民一

般に向けたレンジャー広報の活動を繰り広げる。 

 

（４）実施日              

   １０月初旬の日曜日 １日 

 

（５）実施場所 

   大阪市北区の扇町公園 

 

 

（６）広報・募集方法 

   市の広報紙他で開催予告が区民全体に伝達される。当日の参加者を対象として、関心を示す人

たちをレンジャー設営テントに呼び込む。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

毛馬出張所管内レンジャー（４名）が、共同でその任にあたることが望ましいと思う。   
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（８）必要支援内容 

   主催者（北区コミュニティー協会）に出陳申込み。----有償 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容  

 レンジャー活動を認知いただけるよう、活動主旨や計画事業を紹介。また淀川の環境などを理

解し、親しんでもらえる様な展示物の設置も行なう。  

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点                               

 先の年度でも企画を上げたが、諸般の事情で実現しなかった。北区役所との接点を深め、河

川レンジャー組織の認知を得たうえで、区内外の活動グループとの交遊や協働の活動に広げて

行きたい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

カーニバル参加、テントブース申込みが有償である。 

 

（12）その他 
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淀川水系の生物多様性に関する情報の収集と発信 

6. 平成 24年度 石山河川レンジャー年間活動計画 

6.1 活動テーマと活動分野 

 

 毛馬出張所管内を活動エリアとする石山河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、３つの 

活動を実施します。 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 

（河川環境保全の啓発・学習） 
淀川大堰を知ろう！ 

河川の環境保全を図る活動 

（河川環境のモニタリング） 
特定外来植物のお話 

川の人材を育成する活動 指標生物講座 

 

活動テーマ 
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6.2 淀川大堰を知ろう！ 

 

（１）活動目的 

淀川大堰・毛馬排水機場の施設を案内し、我々人間の命を支える淀川の水への理解を深める。

また、昨年 11 月に撮影した予備ゲート搬入の様子を見ていただき、スケール感を体感して

いただく。 

さらに魚道を上がるアユに焦点を当て、アユの生態を紹介。河川レンジャー・石山郁慧が執

筆したアユの絵本を無料配付し、夏休みの宿題に活かしていただく。 

 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月  
魚道の撮影 

会場・担当者との打合せ、案内依頼 

６月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり 

会場への教材・展示物等の搬入 

７月 淀川大堰を知ろう！ 
スライドショーのセッティング 

展示物の搬出 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

河川構造物や生物に興味を持つ人。小学生以下は保護者同伴。 

河川レンジャーを含む先着２０人。 

応募多数の場合は、マックス２５人まで対応可能。 
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（３）実施内容 

「淀川大堰を知ろう！」 

■教材  読み聞かせ絵本「石になった魚」（Ａ４・フルカラー・６４Ｐ） 

■内容 

１．施設案内（約 60分） 

淀川大堰・毛馬閘門・毛馬排水機場を案内し、治水・利水の知識を深める。 

２．スライドショー（約 60分） 

大会議室にて、淀川大堰の予備ゲート搬入の様子を見ていただく。 

解説は石山が担当。引き続き、淀川大堰の魚道を遡上するアユの生態について小村氏に

解説していただく。 

 

（４）実施日 

夏休み中の親子を対象に含むため、７月下旬から８月上旬を予定。 

日時は毛馬出張所と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

毛馬出張所を予定。 

 

 

（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500 件）

にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協議会・環

境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■案内      毛馬出張所 太田 所長または赤澤 技術係長 

■講師      岐阜大学 医学系研究科 講師  小村一也 氏 

河川レンジャー 石山郁慧 

■スタッフ    ４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、 

会場設営など 

 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・魚道の撮影および魚道を遡上する生物の情報収集 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・会場への教材・展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・司会進行、講師および教材の説明 

・展示物の搬出 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

特になし 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

毛馬出張所との調整により、日程変更が予測される。 

 

（12）その他 

・人を自然に近づける川いい会に教材を無料提供いただけるようにお願いする。 

・ＮＰＯ法人 nature works に魚道の撮影や魚種選定などスライドショーの資料づくりの協

力を要請する。 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピーを毛馬出張所にお願いする。 
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6.3 指標生物講座 

 

（１）活動目的 

河川レンジャー・石山郁慧が企画構成に携わったオリジナル教材を用いて、河川の水質環境

を知る指標生物の基礎知識を伝授する。 

団体の指導者等に対して、調査時のポイントを現場サイドから生の声を伝え、川の健康を考

えるきっかけを創る。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月  

事業プランニング 

会場・担当者との打ち合わせ 

講師依頼 

10 月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり 

封入標本の手配 

11 月 指標生物講座 

会場への教材・展示物等の搬入 

展示物のセッティング 

展示物の搬出 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

河川保護団体のリーダーや研究者、学生など河川や生物に興味をもつ人。 

河川レンジャーを含む先着２５人。 

応募多数であればマックス５０人まで対応可能。 
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（３）実施内容 

「指標生物講座」 

■教材  河川水質環境指標生物図鑑ポスター（Ｂ1・フルカラー・３０種掲載） 

■内容 

教材となるポスターは、指標生物３０種を掲載。同定のポイントを封入標本を見せながら

解説する。なお、水道記念館に相談し、掲載生物を水槽展示できるなら会場に設置する。 

水質階級Ⅰ ・・・ ９種 

水質階級Ⅱ ・・・ ９種 

水質階級Ⅲ ・・・ ７種 

水質階級Ⅳ ・・・ ５種 

 

（４）実施日 

水生昆虫がマックスサイズになる冬前の 11 月を予定。 

日時は会場・講師と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

水道記念館・会議室を予定。 

 

 

（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500 件）

にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協議会・環

境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■講師      ＮＰＯ法人 nature works  川島大助氏 

人を自然に近づける川いい会  細井 衛氏 

河川レンジャー  石山郁慧 

■協力スタッフ  ４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、会場設営など 

 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・封入標本のレンタル手配 

・会場への教材・展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・講座での司会進行、および教材の解説 

・展示物の搬出 

・アンケート結果のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

応募多数の場合は、昨年度と同様に対応可能な人数まで増やす。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

講師や会場との調整により、日程変更が予測される。 

 

（12）その他 

・教材を人を自然に近づける川いい会に無料提供していただけるようにお願いをする。 

・スライドショーの作成をＮＰＯ法人 nature works にお願いする。 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピー（アンケート含む）を毛馬出張所にお願いする。 

・封入標本はシャーレーを活用したタイプで破損の恐れがあるため、レンタル料（＠250）

を支払う。観察に使用するのは１０～２０種の予定。 
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6.4 特定外来生物のお話 

 

（１）活動目的  

生態系に悪影響を及ぼす特定外来生物。 

淀川では魚の駆除は進んでいるが、植物に関しては情報が薄く、素人には同定が難しい。 

昨年度に引き続き１年かけて淀川水系を取材し、発表会で市民に駆除を呼びかける。 

モニタリングのメインは植物となるが、情報収集・情報発信は生物全般とする。 

 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

 

開花や結実など即時情報を収集しなが

ら、理学博士・馬場玲子氏と各地を取材。

天候の都合や植物の成長状態に合わせ

るため不定期。 

撮影した写真を水生生物センターの学

芸員等に同定を依頼。 

また、長年ミズヒマワリ駆除に携わる、

芥川緑地資料館の高田みちよ氏、淀川を

知り尽くす河合典彦氏にも協力してい

ただく。 

両氏とも承諾済み。 

平 

成 

24 

年 

12 月  
会場・担当者との打ち合わせ 

発表会用パワーポイントの作成 

１月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり 

会場への展示物等の搬入 

２月 「特定外来植物のお話」 
展示物のセッティング 

展示物の搬出 

平 

成 

25 

年 

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

河川保護団体のリーダーや研究者、学生など河川や生物に興味を持つ人。 

河川レンジャーを含む。先着２５人。 

応募が多数であれば、マックス３０人まで受付可能。 
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（３）実施内容 

「特定外来植物のお話」 

淀川水系に棲息する特定外来生物の現状、駆除の状況を紹介。 

各種の同定ポイントを解説する。所要時間２～３時間。 

また、会場と相談し、協働展示を２週間ほど併設することも可能。 

特定外来生物の wanted ポスターの無償ダウンロードを告知し、次年度の活動を活性化する。 

 

（４）実施日 

平成２５年２月を予定。 日時は会場と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）・多目的ホールを予定。 

 

 

（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500 件）

にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協議会・環

境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■講師      大阪府 環境農林水産総合研究所 食とみどり技術センター 

環境研究部 森林環境グループ  馬場玲子 氏（理学博士） 

            芥川緑地資料館（あくあぴあ芥川）学芸員  高田みちよ氏 

    河川レンジャー 石山郁慧 

■協力スタッフ  ４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、会場設営など 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・開花や結実などの即時情報の収集 

・現場での撮影取材 

・水生生物センターの学芸員等に同定を依頼 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・発表会用パワーポイントの作成 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・会場への展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・展示物の搬出 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

２３年度の活動では、会場の都合により、２４年２月４日に発表会を開催したが、正月休み

があるため告知の期間が短くなった。よって、今年度は２月の中旬以降に開催したいと思う。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

講師や会場との調整により、日程変更が予測される。 

（12）その他 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピー（アンケート含む）を毛馬出張所にお願いする。 

・ＮＰＯ法人 nature works に特定外来生物 wanted ポスターの作成を依頼する。 

 どこでも誰でも無料ダウンロードすれば利用できる啓発システムを確立することが目的。 

 その発表を会場にて行い、２５年度からの活動のステップとする。 

（細密画のレンタル・データ作成費・HP コーナー確保・＠10，000） 

 今年度はアライグマ・ヌートリアのポスターを作成する予定。 
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１．川で遊び・学び・つながる 

２．命の水の再生と川との共生 

7. 平成 24年度 新里河川レンジャー年間活動計画 

 

7.1 活動テーマと活動分野 

 

 毛馬出張所管内を活動エリアとする新里河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、４つの活動

を実施します。 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

大川クリーン活動＆生物観察＆Eボート体験 

川沿いの生物観察とクリーン活動 
河川の環境保全と魅力を発見

する活動 

水辺ウォークと野鳥観察 

川の魅力を発信する活動 
鵜殿のヨシを利用したヨシ笛づくりの実演とヨシパネル展

示 

 

 

活動テーマ 
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7.2 大川クリーン活動＆生物観察＆Eボート体験 

（１）活動目的  

水辺・川のクリーン活動や生物観察は、環境保全など幅広い啓発活動と共に、新たな川の魅力の

発見と川への親しみを感じて頂きます。 

E ボート体験は、子どもから大人まで、気軽に川に集まり交流するためのツールとして活用し、

体験活動などを通して地域交流の促進を図り、新たなエコライフ型の流域文化の創生を目指しま

す。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

３月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

４月 
大川クリーン活動＆生物観察＆ 

E ボート体験 

広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

５月  資料整理と活動報告書の作成 

６月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

７月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

８月 川沿いの生物観察とクリーン活動 資料整理と活動報告書の作成 

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

１月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

２月 水辺ウォークと野鳥観察 資料整理と活動報告書の作成 

平 

成 

25 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

○対象：地域の方を中心に子どもから大人まで幅広い層 

○定員：100 人（予定） 
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（３）実施内容 

①大川クリーン活動 

 地図記載の大川沿いを中心に水辺と川の清掃活動を行います。集合場所から、ふた手に分

れて大川左岸の生物観察場所近くにごみを集めてもらいます。所要時間約 60 分。 

②生物観察 

 投網を利用し大川の魚などを採取するなど、生物観察を行います。 

同時に生物多様性の観点から、どのような河川の護岸構造が生きものに適しているのか、

治水や街づくりの視点も合わせて、専門家を交えて解説をしていただきます。所要時間約

60 分 

③Eボート体験 

 子どもを中心に、水辺での地域交流の促進や水辺の環境を見直すきっかけづくりなど、川

との関わりを深めてもらいます。所要時間約 60 分～90 分 

 

（４）実施日 

   ① 平成 24 年 4 月 29 日（日）9:30～13:00 

 

（５）主な実施場所 

○集合場所：大阪市北区天満橋 1-8-50 帝国ホテル西側（大川右岸） 

○ 活動エリア：集合場所から大川沿いを清掃し右岸から左岸へ移動 

 

          印はクリーン活動エリア 

 

生物観察 

集合 
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（６）広報・募集方法 

        ポスター掲示(区役所他)、チラシの配布、メーリングリストの活用、地域を拠点に活動する 

NPO 団体をはじめとする関係団体への呼びかけ など 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

８人：受付、機材の運搬・搬入、会場整理、進行役、記録(カメラ)、連絡調整など 

                          

（８）必要支援内容 

   ポスター・チラシの作成、備品の調達、のぼりなど機材の運搬・搬入など 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・各種団体などとの連絡調整 

・現地調査 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・当日の進行役 

・その他必要とされる活動 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

        特になし 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・天候など様々な条件変化に柔軟に対応できる計画立案。 

  ・水辺の事故など、安全確保の徹底。 

 

（12）その他 
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7.3 川沿いの生物観察とクリーン活動 

（１）活動目的  

水辺・川のクリーン活動や生物観察は、環境保全など幅広い啓発活動と共に、新たな川の魅力の

発見と川に親しみを感じてもらう活動につなげていきます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

３月  
事業プランニングと担当者との

打ち合わせ 

４月 
大川クリーン活動＆生物観察＆ 

E ボート体験 

広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

５月  資料整理と活動報告書の作成 

６月  
事業プランニングと担当者との

打ち合わせ 

７月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

８月 川沿いの生物観察とクリーン活動 資料整理と活動報告書の作成 

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  
事業プランニングと担当者との

打ち合わせ 

１月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

２月 水辺ウォークと野鳥観察 資料整理と活動報告書の作成 

平 

成 

25 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

○対象：地域の方を中心に子どもから大人まで幅広い層 

○定員：５０人（予定） 
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（３）実施内容 

①大川クリーン活動 

 地図記載の大川沿いを中心に水辺と川の清掃活動を行います。集合場所から大川左岸の生

物観察場所近くにごみを集めてもらいます。所要時間約 60 分。 

②生物観察 

 投網を利用し大川の魚などを採取・観察すると共に、夏の野鳥の観察も行います。 

また、都市部における「水辺の整備」について、生物多様性の観点を踏まえながら、専門

家を交えて解説をしていただきます。所要時間約 60 分 

 

（４）実施日 

   ① 平成 24 年８月４日（土）9:30～12:00 

 

（５）主な実施場所 

 

 
         印はクリーン活動エリア 

 

（６）広報・募集方法 

        ポスター掲示(区役所他)、チラシの配布、メーリングリストの活用、地域を拠点に活動する 

NPO 団体をはじめとする関係団体への呼びかけ など 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

５人：受付、機材の運搬・搬入、会場整理、進行役、記録(カメラ)、連絡調整など 

                          

生物観察

集合

○集合場所：大阪市北区天満橋 1-8-50 帝国ホテル西側（大川右岸） 

○ 活動エリア：集合場所から大川沿いを清掃し右岸から左岸へ移動 
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（８）必要支援内容 

  ポスター・チラシの作成、備品の調達、のぼりなど機材の運搬・搬入など 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・各種団体などとの連絡調整 

・現地調査 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・当日の進行役 

・その他必要とされる活動 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

       今回初めての取組みとなるももの、河川レンジャーの法令遵守と自然体験活動の倫理の 

       確立に努め、河川レンジャーの責務を遂行します。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・天候など様々な条件変化に柔軟に対応できる計画立案。 

  ・水辺の事故など、安全確保の徹底                               

 

（12）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 93

7.4 水辺ウォークと野鳥観察 

（１）活動目的  

新たな川の魅力の発見や親しみを感じてもらう活動につなげると共に、水辺の野鳥の情報収

集を行い、環境保全など幅広い啓発活動につなげていきます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

３月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

４月 
大川クリーン活動＆生物観察＆ 

E ボート体験 

広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

５月  資料整理と活動報告書の作成 

６月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

７月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

８月 川沿いの生物観察とクリーン活動 資料整理と活動報告書の作成 

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月  
事業プランニングと担当者と

の打ち合わせ 

１月  
広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

２月 水辺ウォークと野鳥観察 資料整理と活動報告書の作成 

平 

成 

25 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

○対象：地域の方を中心に子どもから大人まで幅広い層 

○定員：３０人（予定） 

 

（３）実施内容 

○大川から淀川・毛馬閘門を目指しウォーキングを行います。途中観察ポイントで野鳥の観

察を行うと共に、水辺の野鳥について野外講義を行います。 

水辺の野鳥の情報発信用のデータ収集も行います。 
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（４）実施日 

   平成 25 年 2 月 23 日（土）9:30～12:00 

 

（５）主な実施場所 

 

観 察 ポ イ ン 観 察 ポ イ ン

 

 

（６）広報・募集方法 

        ポスター掲示(区役所他)、チラシの配布、メーリングリストの活用、地域を拠点に活動する 

NPO 団体をはじめとする関係団体への呼びかけ など 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

５人：受付、機材の運搬・搬入、会場整理、進行役、記録(カメラ)、連絡調整など 

 

（８）必要支援内容 

   ポスター・チラシの作成、のぼりなど機材の運搬・搬入など 

 

 

 

 

 

集合

○集合場所：大阪市北区天満橋 1-8-50 帝国ホテル西側（大川右岸） 

○ 活動エリア：集合場所から大川沿い右岸から左岸へ移動し毛馬の閘門を目指します 

観

察

ポ

イ

ン

ト

観察ポイント
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・各種団体などとの連絡調整 

・現地調査 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・当日の進行役 

・その他必要とされる活動 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

        特になし 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・天候など様々な条件変化に柔軟に対応できる計画立案。 

  ・水辺の事故など、安全確保の徹底 

 

（12）その他 
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7.5 鵜殿のヨシを利用したヨシ笛づくりの実演とヨシパネル展示 

（１）活動目的  

地域の環境団体と共に、河川環境保全の活動やレンジャー活動をパネルで紹介し、環境保全の

幅広い啓発活動につなげます。 

また子どもたちを対象に、鵜殿のヨシを利用し葦笛の実演を行うなかで、ヨシの河川環境への

影響や、河川再生活動の理解につなげます。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

２月  鵜殿ヨシの収穫と保全活動 

３月  鵜殿ヨシの保全活動 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月  
事業プランニングと担当者との

打ち合わせ 

10 月 
鵜殿のヨシを利用したヨシ笛づく

りの実演とヨシパネル展示 

広報誌作成、現地下見、講師依

頼など 

11 月  資料整理と活動報告書の作成 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月  鵜殿ヨシの収穫と保全活動 

２月  鵜殿ヨシの収穫と保全活動 

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

○対象：北区民カーニバルへの来場者 

○定員：なし（例年数万人が来場） 

 

（３）実施内容 

ブースで環境団体やレンジャーの活動をパネルで紹介します。 

鵜殿のヨシを利用し葦笛の実演と、鵜殿のヨシの展示やヨシを活用した作品や製品の紹介を

行います。 
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（４）実施日 

   平成 24 年１０月 

 

（５）主な実施場所 

   大阪市北区扇町１ 扇町公園内 

 

 

（６）広報・募集方法 

        ポスター掲示(区役所他)、チラシの配布、メーリングリストの活用、地域を拠点に活動する 

NPO 団体をはじめとする関係団体への呼びかけ など 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

５人：葦笛の実演、機材の運搬・搬入、記録(カメラ)、連絡調整など 

 

（８）必要支援内容 

   ポスター・チラシの作成、のぼりなど機材の運搬・搬入、など 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・各種団体などとの連絡調整 

・現地調査 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・当日の進行役 

・その他必要とされる活動 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

        特になし 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  ・主催団体との連携 

  ・河川レンジャー活動への理解 

 

（12）その他 
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